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 研究内容 / Research Pursuits

内田伸子・小林肖（2010）「幼児は未知人物の誘いにどのように対処するか：子どもの安全・防犯教育の発達心理学的検討」『発達
心理学研究』21(4),311-321.

内田伸子(2010)「ヴィキィは何を見ていたのか？―チンパンジーと人の象徴機能の差異と共通性―」『心理学評論』53(3),383-393．

Uchida, N. & Ishida, Y.　(2011)　What counts the most for early literacy acquisition ?:Japanese data from the cross-cultural literacy 
survey of GCOE Project. PROCEEDINGS; Science of Human Development for Restructuring the “Gap Widening Society”, SELECTED 
PAPERS, 6,11-26(in press). 

内田伸子・見上まり子(2010)『虐待を超えて,生きる～負の連鎖を断ち切る力』新曜社.（全237頁）

内田伸子(2010)『子どもは変わる・大人も変わる―児童虐待からの再生』お茶の水事業会．（全125頁）

(1) グローバルCOE プログラム「格差センシティブな人間発達科学
の創成誕」採択され、国際格差班の事業推進者として幼児の読み書
き能力の獲得と学力（論述・論理力）の関係についての国際比較研
究（日・韓・越・中の国際比較研究）に着手し、日本と韓国の幼児
のデータを採り終えた。 (2) リスク社会における子どものコミュニ
ケーション力の発達について実験研究を行い成果を学会で発表し
た。 (3) 幼児の安全教育に関する社会文化的要因の影響を解明する
ため、子どもの危機管理・安全教育について臨床支援プログラムを
開発し、成果を学会で発表した。 ★成果の検証：国際協力事業：
16-18 年にかけて開発した海外調査基盤(B) 幼児教育途上国支援
「お茶大モデル」に基づきJICA の支援を受けて、１か月間の「中西
部アフリカ幼児教育研修会」を実施した。韓国の保育者１名、梨花
女子大の幼児教育学部の院生13名、学部生4 名の合計18 名の研修
生を受け入れ８日間の「日韓幼児教育セミナー」を主催した。

(1)This year The Global COE Program　has 
started its first stages of research for the Global 
COE Program “Science of Human Development 
for Restructuring the ‘Gap-Widening Society’ I 
started the cross-cultural studies about the 
relationship between literacy
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教育内容 / Educational Pursuits

学部教育：「発達心理学概論」、「人間と情報」の講義では、内容
知識を伝えると共に、批判的思考力の育成をめざした授業方法を
とっている。授業終了前の３分間作文を授業者の回答をつけて翌週
にフィードバックすることにより、受講者の省察に寄与すると共
に、一斉教育では双方向学習や学生同士の互恵学習が起こりにくい
という弱点を克服するのに効果的であった。 大学院教育：大学院
前期・後期課程の院生の指導に力を入れた。個人指導と論文指導ゼ
ミを組み合わせ修士論文（主査2 名・副査6 名）と博士論文の研究
を指導（17 名）した。博士論文主査２名、副査２名に博士号の学
位を取得させた。心理学コースの教員全員の共同指導ゼミ「ランチ
トーク」では副主任指導院生に対する研究指導とプレゼンテーショ
ン能力の育成に取り組んだ。

Undergraduate education: In the lecture-based 
classes of “Introduction to Developmental 
Psychology” and “Humans and Information,” 
there is a dual focus of training the students to 
understand the material, as well as fostering 
critical and analytical think

研究計画

(1) ゲームやビデオへの接触が子どもの発達にどのような影響を与えるかについて行動学的アプローチと縦断研究を組み
合わせた研究を推進する. (2) 子どもの危険認知の発達や危険回避方略、コミュニケーション能力の発達について脳科学と
行動学的アプローチにより解明する。 【共同研究例】 (1) ベネッセ：メディアミックス教材（子どもの創造的想像力の発
達を促し、母子コミュニケーションを活性化するためのメディアミックス教材）を開発し、幼児２人に１人が活用中。
 
(2) セガトイズ：ビデオゲームソフト「ビーナ」に引き続き、生活習慣の自立を促す教育ソフト「ミッフィー」を開発
し、モニター調査を踏まえて親子のコミュニケーションを活性化する演出技法を確立した。 (3) 講談社：幼児アニメ
「ミッフィー」を開発と監修。NHK『おかあさんといっしょ』で放映中。 【共同研究可能テーマ・今後実用化したい
テーマ】 (1) 子どものメディア環境のデザイン；子どもの発達に資するメディア環境のデザインについて提言。 (2) 幼児
の安全教育についての総合的研究；子どもの危険認知の発達や危険回避方略の発達についての基礎的知見を踏まえて、子
ども自身が自律的に安全に配慮できるようにするために環境設定や大人の教育的働きかけについて提言するための啓発書
の出版を準備した。

メッセージ

◆発達心理学は人が持つ能力のすべてを扱います。そしてそれらの力の萌芽は、乳幼児期に現れるため、乳幼児を対象と
する発達心理学の研究テーマには、無限の広がりがあるといっても過言ではありません。心理学だけでなく、生理学、生
物学、言語学、社会学など幅広い学問と結びつきながら、今後も活発な研究が行われていくことでしょう。◆あなたは人
の振る舞いをみて不思議だなって思ったことはありませんか？なぜそんなことをするのか、どうしてこんなことが起こっ
たのか？答えをさがすときには、まず我が身をふりかえってください。最初の被験者はあなた自身なのです。困ったとき
どうするか、どんな気持になったか、どのようにして解決策をみつけたか、我が身をふりかえり、じっくりと自己内対話
を交わしてみてください。「なぜ？」の答が自ずと見えてくるでしょう。◆発達心理学は面白い。人の心の不思議を解き
明かすのには「発達」や「進化」の視点をもつことが必要です。自分の子ども時代を発見する旅、「発達心理学村」を
いっしょに旅しませんか。わくわくするような「名所」や美しい「景観」をご案内し、感動的な「見所」へと同行させて
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